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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第１四半期連結
累計期間

第73期
第１四半期連結
累計期間

第72期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（百万円） 4,697 5,234 19,676

経常利益（百万円） 167 122 855

四半期（当期）純利益（百万円） 418 211 614

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
139 612 1,627

純資産額（百万円） 14,561 16,425 15,902

総資産額（百万円） 24,487 25,604 25,508

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
58.74 30.14 86.74

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
58.48 － 86.39

自己資本比率（％） 59.4 64.1 62.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．第73期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　　　　　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

当第１四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主要な関係会社の異動は、次のとおりであります。

＜電線・加工品＞

　福泰克(深?)電子有限公司（中国）は重要性が増したため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めており

ます。

＜電子・医療部品＞

　主要な関係会社の異動はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済対策や金融政策効果に対する期待感から一部に回復の兆

しが見え始めたものの、国内の鉱工業生産指数が前年同期を下回るなど、実体経済の本格的な回復までには至らず

厳しい状況の中で推移いたしました。 

　海外経済は、米国経済が緩やかに回復したものの、長引く欧州経済危機、中国での景気減速などにより、引き続き弱

い回復となりました。

　当社グループを取り巻くエレクトロニクス業界におきましては、ビッグデータ関連市場やエネルギー産業関連市

場の需要は引き続き拡大基調で推移いたしましたが、電子機器製品の需要減等により、全般的に低調に推移いたし

ました。

　このような環境の下、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は52億34百万円（前年同期比

11.4％増）となりました。仕入コストの上昇や輸送コストの上昇等により営業利益は１億23百万円（同35.9％

減）、経常利益は１億22百万円（同26.8％減）となりました。四半期純利益は不動産事業の商業施設に係る不動産

売買契約違約金を特別利益に計上したことにより２億11百万円（同49.4％減）となりました。

　主なセグメント別の業績は、次のとおりです。　

（電線・加工品）

　デジタル機器用ケーブル、無線基地局用ケーブル及び車載用ケーブルの売上が堅調に推移したことにより、売上高

は42億87百万円（前年同期比12.3％増）となりました。仕入コストの上昇や輸送コストの上昇等により、セグメン

ト利益は１億69百万円（同37.6％減）となりました。

（電子・医療部品）

　ネットワーク機器の売上が増加したことや、医療用特殊チューブの売上が堅調に推移したことにより、売上高は９

億12百万円（前年同期比8.3％増）となりました。売上高の増加等によりセグメント利益は１億９百万円（同

10.4％増）となりました。

　

（２）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ95百万円増加し、256億４百万円となりました。

主な増加は、売上高の増に伴い「受取手形及び売掛金」が１億93百万円、「商品及び製品」が１億68百万円、仕掛品

が１億19百万円増加しました。主な減少は、「投資その他の資産」の投資有価証券が２億27百万円、「有価証券」が

１億96百万円減少しました。

　当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ４億28百万円減少し、91億78百万円となりまし

た。主なものは、流動負債「その他」の預り金が２億18百万円、「長期借入金」が１億９百万円、「短期借入金」が

99百万円減少しました。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ５億23百万円増加し、164億25百万円となりま

した。主なものは、円安の進行により「為替換算調整勘定」が３億59百万円増加しました。 
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

　当社では、「会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者」は以下の基本理念を支持する者であることが望ま

しいと考えております。

《基本理念》

１．わが社は、世界水準の製品を創り出すことにより、持続的な成長を遂げ、永遠の存在を目指す。

２．わが社は、有意義な製品とサービスを供給することにより社会に貢献する。

３．わが社は、国際社会に共生する一員であることを意識するとともに、法規等を遵守し、環境保全に努力する。

４．わが社は、すべての関係者・機関に調和のとれた満足を提供することを目標とする。

５．わが社は、互いの価値を認め合う人々の集団であり、熱意をもって向上・革新へ挑戦していく。

　上記の基本理念に照らして不適切な者が、当社支配権の獲得を表明した場合には、当該表明者や東京証券取引所そ

の他の第三者(独立社外者)とも協議のうえ、次の３項目の要件を充足する必要かつ妥当な措置を講じるものとしま

す。

１．当該措置が上記の基本理念に沿うものであること

２．当該措置が株主の共同の利益を損なうものでないこと

３．当該措置が役員の地位の維持を目的とするものでないこと

（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は32百万円であります。電線・加工品事業における研究開

発費は14百万円であり、電子・医療部品事業における研究開発費は17百万円であります。

  なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 27,000,000

計 27,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）

（平成25年８月７日）

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 8,813,900 8,813,900
東京証券取引所

市場第一部

　単元株式数

　100株　

計 8,813,900 8,813,900 － －

 

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額（百万
円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成25年4月1日～平

成25年6月30日
－ 8,813,900 － 1,555 － 1,459

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,789,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,021,000 70,210 －

単元未満株式 普通株式 　　3,100 － －

発行済株式総数 　　　　 8,813,900 － －

総株主の議決権 － 70,210 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式68株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

平河ヒューテック

株式会社

東京都品川区南大

井三丁目28番10号
1,789,800－ 1,789,800 20.31

計 － 1,789,800－ 1,789,800 20.31

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

　府令第64号）に基づいて作成しております。

　

(2) 当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりま

　したが、当第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結累計期間より百万円単位をもって記載することに変更し

　ました。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、井上監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,074 2,971

受取手形及び売掛金 6,080 6,274

有価証券 767 570

商品及び製品 1,350 1,519

仕掛品 594 713

原材料及び貯蔵品 1,785 1,814

繰延税金資産 204 128

その他 363 457

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 14,219 14,449

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,704 3,660

機械装置及び運搬具（純額） 2,361 2,453

土地 2,663 2,669

その他（純額） 467 498

有形固定資産合計 9,196 9,281

無形固定資産 121 133

投資その他の資産 ※1
 1,971

※1
 1,740

固定資産合計 11,289 11,154

資産合計 25,508 25,604
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,446 2,524

短期借入金 2,230 2,130

未払法人税等 131 134

賞与引当金 46 72

その他 1,255 912

流動負債合計 6,109 5,774

固定負債

長期借入金 1,633 1,523

退職給付引当金 1,644 1,657

役員退職慰労引当金 33 33

その他 185 188

固定負債合計 3,496 3,404

負債合計 9,606 9,178

純資産の部

株主資本

資本金 1,555 1,555

資本剰余金 1,459 1,459

利益剰余金 15,070 15,194

自己株式 △2,339 △2,339

株主資本合計 15,745 15,868

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 91 127

繰延ヘッジ損益 － 4

為替換算調整勘定 51 411

その他の包括利益累計額合計 143 543

少数株主持分 13 13

純資産合計 15,902 16,425

負債純資産合計 25,508 25,604
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 4,697 5,234

売上原価 3,722 4,234

売上総利益 975 999

販売費及び一般管理費 782 876

営業利益 192 123

営業外収益

受取利息 3 4

受取配当金 3 2

その他 12 2

営業外収益合計 19 10

営業外費用

支払利息 7 5

為替差損 26 1

その他 10 3

営業外費用合計 44 10

経常利益 167 122

特別利益

違約金収入 － 240

特別利益合計 － 240

特別損失

投資有価証券売却損 － 0

特別損失合計 － 0

税金等調整前四半期純利益 167 362

法人税、住民税及び事業税 63 82

法人税等調整額 △314 68

法人税等合計 △250 151

少数株主損益調整前四半期純利益 418 211

少数株主損失（△） △0 △0

四半期純利益 418 211
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 418 211

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △52 35

繰延ヘッジ損益 △3 4

為替換算調整勘定 △223 360

その他の包括利益合計 △279 400

四半期包括利益 139 612

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 140 611

少数株主に係る四半期包括利益 △0 0
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　前連結会計年度末では操業開始前であり、かつ総資産の金額に重要性がなかった福泰克（深?）電子有限公司（中

国）は、操業開始となり重要性が増したため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

投資その他の資産 30百万円 30百万円

 

  ２．受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 6百万円 6百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。 

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 168百万円 198百万円

のれんの償却額 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

0

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 85 12平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 84 12平成25年３月31日平成25年６月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
（注）１

　
合計　

　

　
調整額　

 （注）２

　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

電線・加工
品

電子・医療

部品
計

売上高     　 　  

外部顧客への売上高 3,818 842 4,660 37 4,697 － 4,697
セグメント間の内部
売上高又は振替高

47 0 47 － 47 △47 －

計 3,866 842 4,708 37 4,745 △47 4,697

セグメント利益 271 99 370 31 402 △209 192

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事業

　　　　等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△２億９百万円には、セグメント間取引消去△47百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△１億61百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
（注）１

　
合計　

　

　
調整額　

 （注）２

　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

電線・加工
品

電子・医療

部品
計

売上高     　 　  

外部顧客への売上高 4,287 912 5,200 33 5,234 － 5,234
セグメント間の内部
売上高又は振替高

53 － 53 － 53 △53 －

計 4,341 912 5,253 33 5,287 △53 5,234

セグメント利益 169 109 279 31 311 △187 123

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事業

　　　　等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△１億87百万円には、セグメント間取引消去△53百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△１億34百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 58円74銭 30円14銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 418 211

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 418 211

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,130 7,024

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 58円48銭 －

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 31 －

(注）当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載して

　 おりません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月７日

平河ヒューテック株式会社

取　締　役　会　　御　中

　井　上　監　査　法　人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 萱　嶋　秀　雄　　㊞

 
代表社員
業務執行社員　

 公認会計士 林　　　映　男　　㊞

　　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている平河ヒューテック
株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日
から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半
期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について
四半期レビューを行った。 
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、平河ヒューテック株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財
政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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